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　2008 年 11 月 25 日、世界気象機関による温室効果ガス年報第 4 号が発表された。これによると、
2007 年は、代表的な温室効果ガスである CO2、メタン、N2O の世界平均濃度が過去最高となった。
中でもメタン濃度は、最近の10 年はほぼ横這いで推移していたが、2007 年は再び高い増加量を示し、
過去最高だった 2003 年を大きく上回った。一方、CO2、N2O 濃度は単調増加傾向が変わらず、過去
最高値となった。この年報は、世界気象機関全球大気監視のネットワークにより世界各地で観測され
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　2008 年 11 月 25 日、 世 界 気 象 機 関（World 
Meteorological Organization：WMO）による温室効








2005 年から毎年発表されている。第 4 号は、気候変
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